
 

・高熱の暖房器具は安全柵で囲い，熱い調理器具やお湯等が入っ

たものは手の届かない所に置きましょう。 

 

・転倒流水防止構造のポットやケトルが販売されています。 

・幼児対策（チャイルドレジスタンス機能＝CR機能）を施した

「PSCマーク」付きのライターが販売されています。 

 

・子どもが寝たら，あんか類は取り出し，電気カーペット 

は電源を切りましょう。 

 

 

・カップ麺 

・高温の飲み物 

・高温の食べ物 

 

⇒テーブルクロ

スを引っ張って

事故になること

も！ 

 

・ストーブ類 

・アイロン 

・電気ポット 

・ケトル 

・炊飯器 

 

⇒熱い器具や蒸

気でやけどに！ 

・ライター 

 

⇒子どもの火遊

びによる火災の

多くはライター

が原因！ 

 

・電気あんか 

・湯たんぽ 

・電気カーペット 

・使い捨てカイロ 

 

⇒長時間使用で 

低温やけどの 

危険性も！ 

 

 

 

 

 

 

やけどに注意！ 

 乳幼児期は，好奇心がいっぱい！手先が器用になり，活動範囲も広がります。「昨日できなかっ

たことが今日できるようになる」めざましい成長の時期です。しかし，予測力が未熟で，周りが

見えず想像もしなかった事故につながることもあります。寒くなってきたこの時期に，特に心配

なのが「やけど」。今回は，そのやけどについて考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
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こんなことに気をつけよう！やけどの事故 

 

大人が大丈夫と思っても，

危険がたくさん！！ 

 

子どもは好奇心が強く，

怖いもの知らず！ 

 

暖房器具  

家電製品 
お湯     火遊びに  

よる事故 
電気あんか

湯たんぽ     

手が届かな
いように 

忘れないで 

幼児対策商品 

 

消費者庁が推進する「子どもを事故から守る！ 

プロジェクト」のシンボルキャラクター 
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呉市の小児救急医療体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：１.公益財団法人 母子衛生研究会「我が家の安心ガイドブック」 
2.東京都生活文化局消費生活部生活安全課 乳幼児のやけど事故防止ガイド ヒヤリ・ハットレポート No.8 
 

 

1：冷水等で冷やす 

●患部に触らないように，直接または服の上から冷水で冷やす。 

●水泡を破らないようにする 

●広範囲の場合は，水で濡らしたシーツなどで覆う（※低体温からショック症状を起こすため，冷やしすぎに注意） 

 

2：状態を見て，対応を判断 

●救急車を呼ぶ⇒広範囲のやけど 

  ・乳児の場合，身体の表面積の 10％以上のやけどで生命が危険な状況になるので，すぐに救急車を呼ぶ。 

 

●医療機関を受診⇒範囲が狭くても，次のようなときは，患部を冷やしながら受診しましょう。 

・顔や頭，指の関節などのやけど：ひきつれやケロイド，動き制限などの後遺症の原因となる 

・水ぶくれができたり，皮膚がジュクジュクしている：感染症の原因となる 

 

 

専門の医師に十分な診察と検査を受けるためにも，できるだけ通常の 
診療時間内に受診しましょう。 

 

 夜間や休日に急病になったら こどもの救急電話相談 ＃8000   
       すぐに受診させた方がいいのか？翌日まで待ってもいいのか？ 

判断に迷ったら…＃8000へ電話で相談しましょう。 
        365日 19時～翌朝８時 携帯電話からも利用できます。 

 

身体の表面積の判断 
手のひらが 1％，片腕・片足がそれぞれ 10％，

顔，頭は合わせて 20%と判断する 

やけどをした時：応急処置 

ほけんだよりは，くれ子育てねっとの子育て支援サービスでもご覧になることができます。 

ＵＲＬ http://www.kure-kosodate.com/ 

曜日 時間 医療機関

１９：００
～

２２：４０
（※１）

●呉市医師会　小児夜間救急センター
　 ☎３２－１２９９　（朝日町１５－２４）

 ２２：４０
 ～

 翌８：３０
（※２）

●国立病院機構　呉医療センター【月・水・木・土曜日】
　 ☎２３－１０２０　（青山町３－１）
●中国労災病院【火・金・日曜日】
　 ☎７２－７１７１　（広多賀谷１－５－１）

昼間
（日曜・祝日）

９：００
～

１８：００

●呉市医師会　休日急患センター
   ☎３２－１２９９　（朝日町１５－２４）

小児科

夜間
（毎日）

※１　小児夜間救急センターでは，症状の程度により２３：００を大幅に越えて処置が必要なときは公的病
院を紹介する場合があります。
※２　できるだけ22:40までにまず呉市医師会小児夜間救急センターを受診してください。
入院が必要な場合などに両病院へ紹介となります。この時間帯に当番病院を受診した場合は時間外選
定療養費が掛かります。詳しくは，各病院へ問い合わせてください。なお，時間帯は日付が変わっても同
じ病院が担当します。

知って
おこう！ 

☆小児救急について☆ 

http://www.kure-kosodate.com/

